
高圧ガスの性質と緊急時の措置 

　事故発生時には事故の状況を的確に把握し対処するだけでなく、ガスの性質を熟知し、その性質

に合った緊急措置を行うことが必要です。 

　可燃性ガスや毒性ガスでは、ガスの種類毎に消火や除害など処置方法が異なります。また毒性ガ

スであっても、個々のガスの種類毎に除害剤の種類や人体への影響が大きく異なります。 

　そのため、個々のガスの性質や対処法を熟知しておき、迅速な対応ができるよう周知しておくことが

必要です。 

 

　この章では、富山県で多く使用されている高圧ガスの種類毎の性質や緊急時の措置等を示してあ

ります。 

　左のページは、ガスの特徴や物理的・化学的性質及び注意事項を、右のページは事故時の措置（消

火方法、処理剤、漏えい時の措置など）や緊急通報例を示してありますので、取り扱うガスについて見

やすい場所に掲示するなどご活用ください。 

可燃性ガス 

１. 液化石油ガス（ＬＰガス） 

２. アセチレン 

３. 水素 

 

毒性ガス 

４. 塩素 

５. ホスゲン 

不活性ガス 

９. 窒素 

10. アルゴン 

11. 炭酸ガス（二酸化炭素） 

12. フルオロカーボン２２ 

13. フルオロカーボン１３４ａ 

特殊高圧ガス 

14. モノシラン 

1５. ホスフィン 

支燃性ガス 

８. 酸素 

可燃性・毒性ガス 

６. 塩化ビニル 

７. アンモニア 
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１ 液化石油ガス(ＬＰガス) （可燃性ガス 無色・無臭） 

分子式 
Ｃ3Ｈ8
Ｃ4Ｈ10等 

分子量 
プロパン：４４ 

ブタン：５８ 
容器の色 指定無し 

用 途 
家庭・業務用燃料、自動車燃料、ボイラー燃料、タービン燃料、加熱炉用燃料、

金属表面処理用雰囲気ガス、噴霧助剤、化学用原料 

該当法規 高圧ガス保安法、液化石油ガス法、消防法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ 可燃性の無色・無臭のガス、家庭用、工業用等は着臭してある。 

○ 比重：プロパン １.５５、 ブタン ２.０８ （空気より重い） 

○ 沸点：プロパン -４２.１℃、 ブタン -０.５℃ 

○ 爆発範囲：１.８～９.５％ 

○ 着火温度：４８０～５００℃ 

化学的 

性質 

○ 化学的に安定であるが、熱分解によりメタンとエチレンになる。 

○ 完全燃焼すると二酸化炭素と水になるが、不完全燃焼すると一酸化炭素を

生成する。 

○ 油脂類や天然ゴムを溶かすので、ガスケット及びパッキン材の選定に注

意が必要である。 

注意事項 

○ 漏れたガスは空気よりも重く滞留しやすいので、特に通風、換気をよくし

て爆発性混合ガスにならないように気をつける。 

○ 特に酸素とは離しておく。 

○ 充てん容器は、４０℃以下になるよう直射日光を避け、通風の良いところ

で、転倒、破損が起こらないよう保管する。 



 

液化石油ガス(ＬＰガス) （可燃性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 粉末消火器、大量の水 処理剤 ─ 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、周囲に火気のない通風のよい

場所に移動し、容器を直立させる。 

□ 施設からの漏えいが止まらない場合には、通風をよくして火気を断つ。

事故の発生を大声で告げ、避難させる。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の 

とき 

□ 貯槽の場合、緊急遮断弁を閉止し、散水装置を起動する。容器の場合、

粉末消火器で消火するとともに、大量の水で容器を冷却する。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水する。 

□ バーナーを使用する加熱炉など、散水することが逆に危険になる設備

に関しては、散水は行わない。 

救急処置 

□ 液状のガスが皮膚に付着した場合は、凍傷の恐れがあるので、温めの

お湯を用いて患部を温め、できるだけ早く医師の処置を受ける。 

□ 大量に吸入した場合は、患者を直ちにきれいな空気中に移し、呼吸困

難の場合は酸素吸入を施す。できるだけ早く医師の処置を受ける。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ 液化石油ガス自身には毒性はないが、濃度が高くなると単純窒息性の

危険がある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「ＬＰガス」が 

３ どうした 「漏れています。（漏れて火災になっています。）」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 



２ アセチレン （可燃性ガス 無色・無臭） 

分子式 Ｃ２Ｈ２ 分子量 ２６.０ 容器の色 褐 色 

用 途 
溶接、溶断、スカーフィング(鉄鋼の傷取り、皮はぎ)用、酢酸、合成樹脂、合

成ゴム、有機薬品類の原料 

該当法規 高圧ガス保安法、消防法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ 可燃性の無色、無臭のガス（わずかに溶剤の臭いあり） 

○ 比重：０.９１ （空気よりわずかに軽い） 

○ 爆発範囲：２.５～１００％ （爆発範囲が極めて広い） 

○ 着火温度：３０５℃ 

○ 水にも少量溶解するが、アセトン又はジメチルホルムアミド(ＤＭＦ)には

非常に溶解しやすい。 

化学的 

性質 

○ 不安定な化合物で０.１MPa 程度の圧力下で酸素がなくても火花・過熱・

衝撃・摩擦等によって水素と炭素に分解することがある。（分解爆発） 

○ 1本の容器に約４～６ｍ３のアセチレンが充てんされたものが多い。 

○ 容器への充てんは、容器内に珪酸カルシウムを主成分とする固形マスを詰

め、アセトン又はＤＭＦの溶剤を湿潤させ、アセチレンを加圧・溶解・充て

んする。 

○ アセチレン・酸素の混合比１：１で燃焼させると中性炎ができ、通常の燃

焼で得られる最高火炎温度を得られる。(約３,４００℃)  

注意事項 

○ 使用にあたっては通風のよい場所で行い、火気には近付けない。 

○ 逆火防止器を取付ける。 

○ ホース、調整器の劣化がないかどうか点検する。 

○ 銅・水銀・銀に作用して爆発性の化合物を作るので、アセチレンに接触す

る材料には銅含有率が６２％以上のものは使用を禁止されている。 

○ 容器内の圧力は１５℃で１.５２MPaに充てんしてあるが、５５℃では  

２.７５MPa まで上昇するので、直射日光に当てないように特に注意しなけ

ればならない。 

 



 

アセチレン （可燃性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 粉末消火器、大量の水 処理剤 － 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、周囲に火気のない通風のよい

場所に移動する。 

□ 施設からの漏えいが止まらない場合には、通風をよくして火気を断

つ。事故の発生を大声で告げ、避難させる。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の 

とき 

□ ガスを止め、粉末消火器で消火するとともに、大量の水で容器を冷却

する。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ 高濃度のアセチレンに曝されたときは、直ちにきれいな空気中に移

し、暖かく安静に保つようにする。 

□ 通常回復は早いが、もし症状が続くときは、酸素吸入を使うとよい。

意識不明を起こすほど激しく曝された場合にも、酸素を与える。症状に

よっては、人工呼吸をすぐに行うことが必要である。 

□ 回復が遅れるような場合だけでなく、それ以外でもできるだけ早く医

師の処置を受ける。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ 純粋なアセチレン自身には毒性はないが、濃度が高くなると単純窒息

性の危険がある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「可燃性のアセチレンガス」が 

３ どうした 「漏れています。（漏れて火災になっています。）」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 



３ 水素 （可燃性ガス 無色・無臭） 

分子式 Ｈ２ 分子量 ２.０ 容器の色 赤色 

用 途 燃料、電子工業、化学製品原料等 

該当法規 高圧ガス保安法、消防法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ あらゆるガスの中で最も軽く、最も拡散しやすい。 

○ 可燃性の無色、無臭のガス 

○ 比重：０.０７ （空気より軽い） 

○ 爆発範囲（空気中）：４～７５％ （爆発範囲が極めて広い） 

○ 着火温度：５００～５７１℃ 

化学的 

性質 

○ 着火エネルギーが非常に低く、漏えいした場合、静電気等でも容易に着

火する。 

○ 燃焼時の炎は無色であり眼で見分けにくい。 

○ 酸化剤と活発に反応する。特に塩素との混合ガスに光を当てると常温で

も激しく反応する。 

○ 高温・高圧下で炭素鋼を脆化させる。 

注意事項 

○ 使用にあたっては通風のよい場所で行い、火気には近付けない。 

○ 直射日光に曝さない。 

○ 引火性、発火性のものを周辺に置かない。 

○ 換気、通風を良くしてかつ、閉鎖場所で取り扱わない。 

○ 酸化性物質とは区別して保管する。 



 

水素 （可燃性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 粉末消火器、大量の水 処理剤 ─ 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、周囲に火気のない通風のよい

場所に移動する。 

□ 施設からの漏えいが止まらない場合には、通風をよくして火気を断つ。

事故の発生を大声で告げ、避難させる。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の

とき 

□ ガスを止め、粉末消火器で消火するとともに、大量の水で容器を冷却

する。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ きれいな空気中に移す。 

□ 火傷の場合は水を用いて患部を冷やす。 

□ 回復が遅れるような場合だけでなく、それ以外でもできるだけ早く医

師の処置を受ける。 

特記事項 

（人体に対する

影響） 

□ 純粋な水素自身には毒性はないが、濃度が高くなると単純窒息性の危

険がある。 

緊急通報例 

 

１１９ 

(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「可燃性の水素ガス」が 

３ どうした 「漏れています。（漏れて火災になっています。）」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



４ 塩素 （毒性ガス 黄緑色・刺激臭） 

分子式 Ｃl2 分子量 ７１.９ 容器の色 黄色 

用 途 
水道水などの殺菌用、パルプ漂白剤、塩化ビニルなどの合成樹脂製品、医薬、

農薬など 

該当法規 高圧ガス保安法、毒物及び劇物取締法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ 黄緑色、刺激臭の毒性ガス（液化塩素は黄色） 

○ 比重：２.４９ （空気より重い） 

○ 液比重：１.４４ （１０℃，水（４℃）＝１） 

○ 沸点：－３４.１℃ 

○ 許容濃度：０.５ｐｐｍ 

○ 水にわずかしか溶けない（０℃で水１００ｇに１.４６ｇ） 

化学的 

性質 

○ 塩素自体に可燃性はないが、多くの金属は少しの加熱により塩素中で激し

く燃える。金属チタンの細片は乾燥塩素中で着火する。 

○ 塩素自体には、爆発性はないが、水素ガスと混合した場合、その爆発範囲

は、５.５～８９.０％(塩素ガス中に含まれる水素ガスの容量％)である。 

○ 水と反応し塩酸を生成し、鉄など大部分の金属を腐食する。 

○ 水素、アンモニア、有機化合物などと反応し、爆発的なものがある。 

注意事項 

○ 運搬する場合、水素、アセチレン、アンモニア等の可燃性ガス容器並びに

消防法による危険物と混載しない。 

○ 容器温度が４０℃以下に保つよう通気性の良い日よけを掛け、温度上昇を

防ぐ。 

○ 火気その他の熱源近くには、容器を置かない。 

 



 

塩素 （毒性ガス 黄緑色・刺激臭） 

事故時の措置 

消火方法 － 処理剤 消石灰、苛性ソーダ 

漏えいしたとき 

□ 風下の人を退避させる。漏えいした場所の周辺にはロープを張り、人

の立入りを禁止する。場合により交通を遮断する。 

□ 作業の際には必ず保護具を着用し、風下では作業をしない。 

□ ガス漏えい部の増締め、あるいは応急器材による洩止め等の処置によ

り可能な限り漏えいを止める。 

□ 漏えいが少量の場合は、漏えい箇所や漏えいした液に消石灰を十分散

布して吸収させる。苛性ソーダ溶液中に導入して吸収を行う。 

□ 漏えいが多量の場合は、漏えい箇所や漏えいした液に消石灰を十分散

布して毛布をかぶせ、その上に更に消石灰を散布して吸収させる。多量

にガスが噴出した場合には、遠くから霧状の水をかける。容器には水及

び消石灰を直接かけない。 

□ 被害が拡大する恐れのある時は、付近の住民、通行者を風上に避難さ

せる。 

火災のとき 
・ 

周辺での火災の

とき 

□ 速やかに容器を安全な場所へ移動する。移動不可能な場合は、容器及

び周囲に散水して冷却する。 

救急処置 

□ 吸入した場合（重傷の場合）は、直ちに医師を呼んでその指示に従う

とともに、次の処置を心得ておく。 

・患者をガスから安全な場所に静かに移し、できれば２０℃位の室内に

あおむけに頭と背中を高くし安静に寝かせ毛布等でくるむ。 

・呼吸困難なときは酸素吸入を行う。 

・呼吸が停止している時は、うつむき圧迫法による人工呼吸を行う。 

□ 皮膚に触れた場合は、直ちに接触部を多量の水で（できれば温水）で

十分洗い流す。液化塩素の付いた衣類や靴は速やかに脱がせ、医師の処

置を受ける。 

□ 眼に入った場合は、直ちに多量の水で１５分以上洗い流し、医師の処

置を受ける。 

特記事項 

（人体に対する

影響） 

□ 大気中の塩素は目、鼻、肺などを局所的に刺激する。 

□ 濃い塩素ガスを大量に吸入すると生命の危険に至ることがある。 

□ 液化塩素が皮膚につくと凍傷を起こすおそれがある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「毒性の塩素ガス」が 

３ どうした 「漏れています。」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



５ ホスゲン （毒性ガス 無色 青臭い牧草のような臭気） 

分子式 ＣＯＣl2 分子量 ９８.９ 容器の色 ねずみ色 

用 途 

弾性体、接着剤、塗料などのポリウレタン系諸製品及び繊維処理剤、除草剤に

利用、医薬品、可塑剤及びポリカーボネート樹脂の原料、染料及び染料中間体

の原料 

該当法規 高圧ガス保安法、消防法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法 

物理的 

性質 

○ 毒性の無色、特徴的な臭気のガス（青臭い、牧草のような臭気） 

○ 比重：３.４５（空気よりずっと重い） 

○ 許容濃度：０.１ｐｐｍ（窒息性の猛毒ガス） 

○ 沸点：８.２℃ 

○ ベンゼン、トルエンによく溶解し、四塩化炭素、酢酸に対しては２０％前

後が溶解し、水には徐々に分解し、炭酸ガスと塩酸になる。 

化学的 

性質 

○ 可燃性はない。蒸気は空気より重く地面あるいは床に沿って移動する。 

○ ３００℃以上に加熱すると分解して、塩化水素、一酸化炭素、塩素ヒュー

ム等の有毒で腐食性のガスを生ずる。 

○ 強酸化剤と激しく反応する。アミン類、アルミニウムと激しく反応する。

常温、乾燥状態では、通常の金属を殆ど腐食しないが、水分が存在すると加

水分解して塩酸を生じるため多くの金属を侵す。 

注意事項 

○ 十分な除害設備に接続された設備でのみ使用可能である。猛毒であるから、

使用する場合は、予防措置を講じ、必ず２名以上で取扱う。 

○ 容器を加温する場合は４０℃以下とする。ホスゲンに汚染されたボロ、紙

屑等は密閉できる不浸透性の容器に納めておく。 

○ 通常使用しない重要なバルブ、ボンベ保管庫等は施錠又は封印等をしてお

く。 

○ ボンベ使用の場合は立てて使用し、鎖等で転倒防止対策を行う。 

○ 設備の改修、清掃などの際は、作業指揮者、責任者及び作業手順などを決

定し、予め作業に従事するものに周知する。指揮者には安全に作業を行う上

で必要な知識を有する者を当てる。 

 



 

ホスゲン （毒性ガス 無色 青臭い牧草のような臭気） 

事故時の措置 

消火方法 ─ 処理剤 
炭酸水素ナトリウム、炭酸ナトリウム、 

消石灰等 

漏えいしたとき 

□ 危険区域から立ち退く。 

□ 漏出した場所の周辺にロープを張り、「立入禁止」措置をして、風下の

人を避難させる。 

□ 少量の場合は、適切な除害設備がある時は吸引除害する。除害設備が

ない場合、炭酸水素ナトリウム、あるいは炭酸ナトリウムと消石灰等の

混合物で漏えい液を注意深く中和する。作業を行う場合は空気呼吸器等

の保護具を着用すること。 

□ 多量に漏出した場合は、ポンプを停止し、元バルブを閉める。容器の

場合は元バルブを止め、漏れがボンベ上部の場合、ボンベ下部を氷水等

で冷却する。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の

とき 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水し冷却する。 

救急処置 

□ 飲み込んだ場合は、意識があっても無理に吐かせてはならない。直ち

に牛乳又は水を短い間隔で繰返し与え、速やかに医師の処置を受ける。

□ 吸入した場合は、直ちに毛布等にくるみ新鮮な空気の場所に移し、酸

素吸入を行い安静にし、速やかに医師の処置を受ける。 

□ 皮膚に付着した場合は、直ちに汚染された衣服を脱がせ、接触部位を

15分間以上水で十分に洗浄し、速やかに医師の処置を受ける。 

特記事項 

（人体に対する

影響） 

□ きわめて有毒なガス。ガスを吸引すると呼吸系等を刺激し、微量のガ

スの吸引で肺障害を起こす。高濃度に曝されると死に至ることがある。

一般にこれらの影響は遅れて現れることが多いので、注意する必要があ

る。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「毒性のホスゲンガス」が 

３ どうした 「漏れています。化学消防車の出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



６ 塩化ビニル （可燃性・毒性ガス 無色・クロロホルム臭） 

分子式 CH2CHCl 分子量 ６２.５ 容器の色 － 

用 途 

塩化ビニル樹脂の原料 

塩化ビニル樹脂 ⇒各種パイプ・ラップフィルム・農業用フィルム・各種包装

材・おもちゃ・壁紙・窓枠 

該当法規 高圧ガス保安法、化学物質管理促進法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ 可燃性・毒性ガス、無色、甘ったるい匂い（クロロホルム臭） 

○ 比 重： ２.２１（空気より重い） 

○ 液比重：０.９６（０℃、０.０７ＭＰａ） 

○ 爆発範囲：４～２２％（空気中） 

○ 着火温度：４７２℃ 

○ 許容濃度：１ｐｐｍ 

化学的 

性質 
○ 熱により分解し、ホスゲン、ハロゲン化合物、一酸化炭素を生じる。 

注意事項 

○ 蒸気が直接人体に接触しないように適切な保護具を着用する。 

○ 周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。 

○ 取扱作業は換気の良い場所で行い、風上にて作業する。 

○ 熱を加えたり周辺に火花等の熱源があれば、火災、爆発の恐れがあるので、

熱源から離れた風通しの良い場所で取扱う。 

○ 直射日光を避け、熱、発火源から離れた換気の良いまたは風通しの良い場

所（冷暗所）に保管する。 

○ 可燃物、酸化物、過酸化物、アミン化合物、アルカリ金属及びアルカリ土

類金属と一緒に保管してはならない。 

 



 

塩化ビニル （可燃性・毒性ガス 無色・クロロホルム臭） 

事故時の措置 

消火方法 粉末消火器・炭酸ガス消火器・水噴霧 処理剤 ─ 

漏えいしたとき 

□ 悪臭又は刺激性が強いので、周辺の住民に漏えいが生じたことを通報

等の適切な措置を行う。 

□ 屋内の場合、処理が終わるまで十分に換気を行う。 

□ 周辺にロープを張るなどして関係者以外の立入りを禁止する。 

□ 作業の際には、適切な保護具を着用し飛沫等が皮膚に付着したり、ガ

スを吸入しないよう風上から作業し、風下の人を退避させる。 

□ 付近の着火源となるものを速やかに取り除く。 

□ 漏えいした塩化ビニルが大気に排出されないように直ちに漏えい部を

遮断する。 

□ 漏出物を直接に河川や下水に流してはならない。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の

とき 

□ 容器は安全に行える場合に限り火災区域から搬出する。 

□ 火災発生場所の周辺に関係者以外の立入りを禁止する。 

□ バルブ閉鎖等により火元への燃料源を遮断する。漏えい部がふさがれ

るまで火炎を消してはならない。（爆発性空気混合気体が発生） 

□ 遮断が不可能でかつ周辺に危険が及ばなければ燃焼させる。 

□ タンク、容器等から漏えいし火災が発生している場合、タンク及び容

器等を水噴霧で冷却しタンク、容器等の爆発を防止する。 

□ 漏えい部をふさいだ後、消火剤を使用して消火する。 

□ 消火活動は風上から行い、空気呼吸器を使用する。 

救急処置 

□ 吸入した場合は、直ちに鼻をかみ、うがいをする。 

□ 目に入った場合は、直ちに多量の水で１５分間以上洗眼し、速やかに

眼科医の処置を受ける。 

□ 皮膚に付着した場合は、汚染された衣服や靴は脱ぎ、凍傷の恐れがあ

るので直ちに付着部分を水につける。 

特記事項 

（人体に対する

影響） 

□ 発ガン性物質で、高濃度気体は麻酔作用があり、目、気道を刺激する。

□ 液体が皮膚に接触すると凍傷にかかる。 

□ 液体は皮膚、目などを刺激して皮膚炎、眼障害などを起こす。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「可燃性・毒性の塩化ビニルガス」が 

３ どうした 「漏れています。（漏れて火災になっています。）」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



７ アンモニア （可燃性・毒性ガス 無色・強い刺激臭） 

分子式 ＮＨ3 分子量 １７.０ 容器の色 白色 

用 途 
雰囲気ガス生成用、公害防止用（脱硫等）、冷媒用、アルカリエッチング用、肥

料用原料等 

該当法規 高圧ガス保安法、消防法、毒物及び劇物取締法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ 無色、強い刺激臭の毒性ガス 

○ 比重：０.６０ （空気より軽い） 

○ 爆発範囲：１５～２８％  

○ 着火温度：６５１℃ 

○ 許容濃度：２５ｐｐｍ、１８ｍｇ/ｍ3

○ 水によく溶ける。 

化学的 

性質 

○ アンモニアそのものは比較的安定であるが、酸やハロゲンと極めてよく反

応する。 

○ ハロゲン、強酸類と接触すると爆発性化合物を生成する。銅、銅合金を腐

食させるので材料の選択に注意する。 

○ 鉄、ニッケル等の触媒の元では約３００℃で水素と窒素に分解する。 

○ 水に溶けるとアルカリ性を示す。（アンモニア水） 

注意事項 

○ ガスが溜まり爆鳴気を形成し爆発の危険性があるため、風通しのよい場所

で保管し、火気を近づけないこと。 

○ ガスは毒性のため、適切な保護具を着用し吸入を避ける。 

○ 取扱い後は、手洗い、洗顔を十分に行う。 

○ 小型充填容器は、直射日光を避け、冷所で４０℃以下に保ち、転倒、激突

等が起こらないよう保管する。 

 



 

アンモニア （可燃性・毒性ガス 無色・強い刺激臭） 

事故時の措置 

消火方法 水、粉末消火器、炭酸ガス消火器 処理剤 
大量の水 

スルファミン酸(中和剤) 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、周囲に火気のない通風のよい

場所に移動する。 

□ 施設からの漏えいが止まらない場合には、通風をよくして火気を断つ。

事故の発生を大声で告げ、避難させる。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の

とき 

□ ガスを止め、粉末消火器で消火するとともに、大量の水で容器を冷却

する。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ 目に入った場合：直ちに流水で１５分以上洗眼し、医師の処置を受け

る。 

□ 皮膚に付着した場合：汚染された衣服を直ちに取り除き、被害を受け

た部分を多量の水で十分洗い流して、医師の処置を受ける。 

□ 吸入した場合：直ちに新鮮な空気の場所に移し、保温、安静に努める。

呼吸に障害がみられる場合には、酸素呼吸または人工呼吸を施し、速や

かに医師の処置を受ける。 

特記事項 

（人体に対する

影響） 

□ 高濃度のガスを吸入すると、咽喉けいれん、肺水腫を起こす危険があ

る。また液化ガスが皮膚に触れると炎症や凍傷を起こす。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「毒性のアンモニアガス」が 

３ どうした 「漏れています。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 

 



８ 酸素 （支燃性ガス 無色・無臭） 

分子式 Ｏ２ 分子量 ３２.０ 容器の色 黒色 

用 途 
溶接、溶断、医療・高高度飛行・登山用の吸入用、製鋼用・冶金用・化学工業

原料ガス製造用、ロケット助燃剤 

該当法規 高圧ガス保安法 

物理的 

性質 

○ 支燃性の無色、無臭のガス（液化酸素は淡青色） 

○ 比重：１.１０５ （空気より重い） 

○ 沸点：－１８３℃ 

○ 液比重：１.１４１ （－１８３℃） 

○ 爆発範囲：酸素自体は燃えないが、他の燃焼を助ける性質(支燃性)がある。

化学的 

性質 

○ 酸素濃度が高くなるにつれ、燃焼速度の増加、着火点の低下、火炎温度

の増加が起きる。また可燃性ガスの爆発範囲は広くなる。 

○ 液化酸素は酸素ガスよりも支燃性が強い。 

○ 活性が高く、通常の条件では希ガス、ハロゲン、金、銀、白金以外のほ

とんどの元素と反応する。 

注意事項 

○ 酸素に油脂類は厳禁であり、容器、弁等などに油分を付着させてはならな

い。また、油の付いた手で取り扱わない。 

○ 酸素容器、器具類に火花や炎が降りかからないようにする。 

○ 他の可燃性ガス容器や燃え易いものと一緒に貯蔵しない。 

○ 酸素ガスを圧縮空気や窒素の代わりに使わない。 

 



 

酸素 （支燃性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 

水、粉末消火器、炭酸ガス消火器が有効。た

だし、酸素の噴出しているときは粉末、炭酸ガ

ス消火器は効果がない。 

処理剤 ─ 

漏えいしたとき 

□ すべての着火源を取り除く。 

□ 火災の危険を減らすため、換気する。 

□ 木、紙、油等の可燃物を取り除く。 

□ １１９番（消防署）に通報する。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の

とき 

□ 速やかに酸素の供給を断つ。 

□ 周囲の可燃物を遠ざける。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ 凍傷になった場合、まず凍傷を起こした部分の衣服を取り除く。次に

患部を冷水で徐々に暖める。患部が常温に戻り、更に熱を持つ場合は冷

水で冷やす。ガーゼなどで患部を保護して医師の処置を受ける。 

凍傷の主な症状 

・感覚が無くなり、黄色いろう質状になる 

・暖まると、水ぶくれができる 

※痛みが出ても患部を絶対にこすらない（化膿しやすくなる） 

□ 眼に噴出ガスを受けた場合は、冷却しすぐに医者の処置を受ける。 

□ 酸素濃度２５％以上の酸素を呼吸すると有害となる場合がある。 

特記事項 

（人体に対する

影響） 

□ 作業環境における空気中の酸素濃度は１８％以上で２５％を超えない

ようにする。 

□ 低濃度では酸欠症状、高濃度ではめまい、筋けいれん、錯乱等の酸素

中毒がおきる。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「酸素ガス」が 

３ どうした 「漏れています。（漏れて火災になっています。）」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



９ 窒素 （不活性ガス 無色・無臭） 

分子式 Ｎ２ 分子量 ２８.０ 容器の色 ねずみ色 

用 途 
アンモニア、硝酸、シアン化合物などの原料、電球封入ガス用、タイヤなどへ

の充填用、電子工業用、爆発防止用不活性ガス、食品急速冷凍用 

該当法規 高圧ガス保安法 

物理的 

性質 

○ 不燃性の無色、無臭のガス 

○ 比重：０.９６７ 

○ 沸点：－１９５.８℃ 

○ 液比重：０.８０８ （－１９５.８℃） 

○ 大気中に最も大量に含まれる気体で、大気中の濃度は、地上でおよそ

７８％。 

化学的 

性質 

○ 常温では化学的に不活性であるが、高温では酸素と化合して酸化窒素にな

る。また、高温・高圧では触媒があると水素と化合してアンモニアとなる。 

○ ハロゲンとは直接に化合しないが、間接に得られる化合物は非常に不安定

である。 

○ 金属とは高温で化合して窒化物を作る。(Mg3N2、CuN2など) 

注意事項 

<液化窒素の場合> 

○ 皮膚に触れると数秒で凍傷を起こす。 

○ 一部の炭素鋼などある種の材料を脆化させる。 

○ 蒸発すると大量の窒素ガス（体積約７００倍）となるので、少量であって

も漏えいに注意する。 

○ 密閉したり、換気の悪い場所に置いたりしない。 

○ 長時間空気と接触すると空気中の酸素を液化し、液化酸素を発生させるの

で、液化酸素に対するのと同様に油脂類や可燃物が付着しないように注意す

る。 

 



  

窒素 （不活性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 ─ 処理剤 ─ 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、通風のよい場所に移動する。

□ 施設からの漏えいが止まらない場合には、通風をよくして事故の発生

を大声で告げ、避難させる。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の

とき 

□ 不燃性なので火災の危険はない。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ 凍傷になった場合、まず凍傷を起こした部分の衣服を取り除く。次に

患部を冷水で徐々に暖める。患部が常温に戻り、更に熱を持つ場合は冷

水で冷やす。ガーゼなどで患部を保護して医師の処置を受ける。 

凍傷の主な症状 

・感覚が無くなり、黄色いろう質状になる 

・暖まると、水ぶくれができる 

※痛みが出ても患部を絶対にこすらない（化膿しやすくなる） 

□ 眼に噴出ガスを受けた場合は、冷却しすぐに医者の処置を受ける。 

□ 吸入した場合、新鮮な空気中に移し、衣服をゆるめ毛布などで暖かく

して安静にさせる。呼吸が弱っているときは純酸素又は炭酸ガス１.５％

以下を含んだ酸素を吸入させる。なお、酸素ガスは乾燥しているから加

湿するのがよい。 

特記事項 

（人体に対する

影響） 

□ 純粋な窒素自身には毒性はないが、濃度が高くなると単純窒息性の危

険がある。 

緊急通報例 

 

１１９ 

(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「不燃性の窒素ガス」が 

３ どうした 「漏れています。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



１０ アルゴン  （不活性ガス 無色・無臭） 

分子式 Ａr 分子量 ３９.９ 容器の色 ねずみ色 

用 途 電気・電子工業用、製鋼・冶金工業用、溶接用、金属精錬用、分析機器用 

該当法規 高圧ガス保安法 

物理的 

性質 

○ 不燃性の無色、無臭のガス 

○ 比重：１.３８ 

○ 沸点：－１８６℃ 

○ 液比重：１.４０ (－１８６℃) 

化学的 

性質 
○化学的に安定で、通常の条件では反応しない。 

注意事項 

<液化アルゴンの場合> 

○ 皮膚に触れると数秒で凍傷を起こす。 

○ 一部の炭素鋼などある種の材料を脆化させる。 

○ 蒸発すると大量のアルゴンガス（体積７８６倍）となるので、少量であっても

漏えいに注意する。 

○ 密閉したり、換気の悪い場所に置いたりしない。 

 

 



 

アルゴン （不活性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 - 処理剤 - 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合には、通風のよい場所に移動す

る。 

□ 施設からの漏えいが止まらない場合には、通風をよくして事故の発生

を大声で告げ、避難させる。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の 

とき 

□ 不燃性なので火災の危険はない。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動で

きない場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ 凍傷になった場合、まず凍傷を起こした部分の衣服を取り除く。次に

患部を冷水で徐々に暖める。患部が常温に戻り、更に熱を持つ場合は冷

水で冷やす。ガーゼなどで患部を保護して医師の処置を受ける。 

  凍傷の主な症状 

・感覚がなくなり、黄色いろう質状になる 

・暖まると、水ぶくれができる 

※痛みが出ても患部を絶対にこすらない（化膿しやすくなる） 

□ 眼に噴出ガスを受けた場合は、冷却しすぐに医者の処置を受ける。 

□ 吸入した場合、新鮮な空気中に移し、衣服をゆるめ毛布などで暖かく

して安静にさせる。呼吸が弱っているときは純酸素又は炭酸ガス 

１.５％以下を含んだ酸素を吸入させる。なお、酸素ガスは乾燥してい

るから加湿するのがよい。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ 純粋なアルゴン自身には毒性はないが、濃度が高くなると単純窒息性

の危険がある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「不燃性のアルゴンガス」が 

３ どうした 「漏れています。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



１１ 炭酸ガス(二酸化炭素)  （不活性ガス 無色・無臭） 

分子式 ＣＯ２ 分子量 ４４.０ 容器の色 緑 色 

用 途 溶接・溶断、ドライアイス製造、冷却 

該当法規 高圧ガス保安法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ 不燃性の無色、無臭のガス 

○ 比重（ガス体）：１.５２ 

○ 沸点：－７８.５℃ 

○ 液比重：０.７７  

化学的 

性質 

○ やや不活性であり、多くの金属に対しほとんど影響を与えないが、水分を含む

と炭酸を生じて鋼材を腐食する。 

○ 酸素が共存したり、高圧下では腐食は更に激しくなる。 

○ 温室効果ガスとして知られているが、通常の状態では環境への影響はない。 

注意事項 

○ 皮膚に触れると凍傷を起こす。 

○ 密閉したり、換気の悪い場所に置いたりしない。 

  （ドライアイスを常温で密閉容器に閉じ込めると破裂の恐れがある。） 

○ 炭酸ガス自体に毒性はないが、密閉された部屋などで大量に漏えいすると、空

気中の酸素を追い出し、酸素欠乏症となる。 

○ 炭酸ガスは空気より重く（空気の１.５倍）、低い場所に滞留し高濃度になり易

い。濃度が高いと窒息の恐れがある。 

○ 液化炭酸ガスを大量急速に放出すると、雪状ドライアイスの生成に伴い静電気

が発生し、可燃性混合気体に着火することがある。 

 

 



 

炭酸ガス(二酸化炭素) （不活性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 － 処理剤 － 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 施設からの漏えいが止まらない場合には、通風をよくして事故の発生

を大声で告げ、避難させる。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の 

とき 

□ 不燃性なので火災の危険はない。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。 

□ 移動できない場合は、ガスブロー弁、液ブロー弁を開放し放出するか、

容器及び周囲に散水する。 

□ 放出口付近は、窒息の恐れがあるので何人も近づかない措置をとる。

救急処置 

□ 凍傷が軽い場合は、局所の摩擦だけで良いが、重い場合には擦らない

で微温湯で加温し、ガーゼ等で軽く包み、速やかに医師の治療を受ける。

□ 目に入った場合すぐに医師の処置を受ける。 

□ 吸入した場合、新鮮な空気中に移し、衣服をゆるめ毛布などで暖かく

して安静にさせる。 

□ 意識を失っている場合には、衣服を緩め呼吸気道を確保して人工呼吸

を行い、速やかに医師の治療を受ける。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ 炭酸ガス自体には毒性はないが、濃度が高くなると単純窒息性の危険

がある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「不燃性の炭酸ガス」が 

３ どうした 「漏れています。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



１２ フルオロカーボン２２（HCFC-22） （不活性ガス 無色・無臭） 

分子式 CHClF２ 分子量 ８６.５ 容器の色 ねずみ色 

用 途 
冷媒（業務用低温機器、ルームエアコン、パッケージエアコン） 

発泡剤、洗浄剤 

該当法規 高圧ガス保安法 

物理的 

性質 

○ 不活性の無色、無臭の液化ガス 

○ 比重：３.０ （空気より重い） 

○ 爆発範囲：なし 

○ 沸点：－４０.８℃ 

○ 着火温度：６３２℃ 

○ 水への溶解度は０.３ｇ/１００g（H2O）と極めて低い。 

化学的 

性質 

○ 常温では極めて安定であるが、裸火等の高温熱源に接触すると熱分解して

塩化水素（HCl）、フッ化水素（HF）、ホスゲン（COCl２）及びフッ化カルボニ

ル（COF２）等の毒性ガスを発生する可能性がある。 

 

○ アルミニウム合金は、マグネシウム含有量が高いと腐食の恐れがある。 

注意事項 

○ 液状で大気中に取り出した場合には、周囲から大きな蒸発潜熱を奪って気

化するので直接皮膚に触れると凍傷になる恐れがある。 

○ 気化すると容積が増すので、密閉した室内で使用する場合は、酸素濃度の

減少による窒息の恐れがあるので部屋の換気を充分に行う。 

○ 室温・大気圧下では不燃性であるが、多量の空気が混入した状態で高圧に

すると可燃性になることがある。 

○ 地球温暖化の原因物質のため、廃棄する場合はフロン回収破壊法、自動車

リサイクル法、家電リサイクル法に基づき適正に処理する。 

 

 



   

フルオロカーボン２２ （不活性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 － 処理剤 － 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、周囲に火気のない通風のよい

場所に移動する。 

□ 大量に漏れた場合は退避させ、漏えいした場所の周辺にロープを張る

などして、人の立入りを禁止する。 

□ 県に連絡する。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の 

とき 

□ 不燃性で着火しないが、容器の周辺に火災が発生した場合は、容器を

風上の安全な場所に移す。 

□ 移動できない場合は、容器及び周辺に散水し冷却する。 

□ 炎により分解生成した有毒ガスを吸入しないように注意する。 

救急処置 

□ 液化ガスに接触すると凍傷になる恐れがあるので、濡れた衣服や靴お

よび靴下を直ちに脱がせる。 

□ 付着部を多量の水を用いて充分に洗浄し、刺激が残るときは直ちに医

師の手当を受ける。 

□ 高濃度のガスを吸入した場合は、直ちに新鮮な空気の場所に移し、毛

布等で保温して安静にさせ、速やかに医師の手当を受ける。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ フルオロカーボン２２には毒性はないが、濃度が高くなると単純窒息

性の危険がある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「不燃性のフルオロカーボン」が 

３ どうした 「漏れています。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



１３ フルオロカーボン 134a（HFC-134a） （不活性ガス 無色・無臭） 

分子式 CH2FCF３ 分子量 １０２.０ 容器の色 ねずみ色 

用 途 
冷媒（業務用低温機器、ルームエアコン、パッケージエアコン） 

発泡剤 

該当法規 高圧ガス保安法 

物理的 

性質 

○ 不活性の無色、無臭の液化ガス 

○ 比重：３.５ （空気より重い） 

○ 爆発範囲：なし 

○ 沸点：－２６.２℃ 

○ 水への溶解度は０.１５ｇ/１００g（H2O）と極めて低い。 

化学的 

性質 

○ 常温では極めて安定であるが、裸火等の高温熱源に接触すると熱分解して

フッ化水素（HF）、フッ化カルボニル（COF２）等の毒性ガスを発生する可能

性がある。 

 

○ アルミニウム合金は、マグネシウム含有量が高いと腐食の恐れがある。 

注意事項 

○ 液状で大気中に取り出した場合には、周囲から大きな蒸発潜熱を奪って気

化するので直接皮膚に触れると凍傷になる恐れがある。 

○ 気化すると容積が増すので、密閉した室内で使用する場合は、酸素濃度の

減少による窒息の恐れがあるので部屋の換気を充分に行う。 

○ 室温・大気圧下では不燃性であるが、多量の空気が混入した状態で高圧に

すると可燃性になることがある。 

○ 地球温暖化の原因物質のため、廃棄する場合はフロン回収破壊法、自動車

リサイクル法、家電リサイクル法に基づき適正に処理する。 

 

 



 

フルオロカーボン１３４ａ （不活性ガス 無色・無臭） 

事故時の措置 

消火方法 － 処理剤 － 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、周囲に火気のない通風のよい

場所に移動する。 

□ 大量に漏れた場合は退避させ、漏洩した場所の周辺にロープを張るな

どして、人の立入りを禁止する。 

□ 県に連絡する。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災の 

とき 

□ 不燃性で着火しないが、容器の周辺に火災が発生した場合は、容器を

風上の安全な場所に移す。 

□ 移動できない場合は、容器及び周辺に散水し冷却する。 

□ 炎により分解生成した有毒ガスを吸入しないように注意する。 

救急処置 

□ 液化ガスに接触すると凍傷になる恐れがあるので、濡れた衣服や靴お

よび靴下を直ちに脱がせる。 

□ 付着部を多量の水を用いて充分に洗浄し、刺激が残るときは直ちに医

師の手当を受ける。 

□ 高濃度のガスを吸入した場合は、直ちに新鮮な空気の場所に移し、毛

布等で保温して安静にさせ、速やかに医師の手当を受ける。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ フルオロカーボン１３４a には毒性はないが、濃度が高くなると単純

窒息性の危険がある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「不燃性のフルオロカーボン」が 

３ どうした 「漏れています。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



１４ モノシラン     （可燃性・毒性ガス 無色・不快臭） 

分子式 ＳiＨ4 分子量 ３２.１ 容器の色 ねずみ色 

用 途 半導体材料ガス、光ファイバー、高純度シリコン製造用 

該当法規 高圧ガス保安法、労働安全衛生法 

物理的 

性質 

○ 可燃性・毒性のガス 無色、不快臭 

○ 比重：１.１１４ （空気より重い） 

○ 爆発範囲：１.３５～１００％  

○ 許容濃度：５ｐｐｍ 

○ 着火温度：室温で自然発火する。 

○ 純水や酸性の水に殆ど不溶であり、アルカリ性水で加水分解を行う。 

化学的 

性質 

○ 空気に触れると激しく燃え、滞留すると爆発の危険性がある。 

○ 通常の保存状態・常温下では安定であるが３７０℃以上で分解を始める。

シリカ上ではかなり分解が速く、ニッケル等も分解の触媒になる。 

○ フッ素・塩素・臭素とは常温で爆発的な反応を起こす。低温下ではハロゲ

ンとの反応は比較的穏やかになる。 

○ 純粋なモノシランは水と反応しないが、酸濃度が高い場合やガラス容器内

で弱アルカリ性になると加水分解される。強いアルカリ性水溶液中では急速

に反応し、水素を発生する。 

注意事項 

○ ガスを容器から取り出す場合は必ず減圧弁を取り付け、ガスを吸入しない

ように適切な保護具を着用し、出来るだけ風上から作業する。 

○ 容器温度は４０℃以下に保ち､直射日光の当たらない換気良好な乾燥した

場所に保管し、周囲には火気・引火性・発火性物質を置かない。 

○ 消費設備からの排出ガスは爆発範囲以下まで希釈して除害装置に導入し、

無害化処理を行い排出濃度を許容濃度以下にする。 

 

 



 

モノシラン  （可燃性・毒性ガス 無色・不快臭） 

事故時の措置 

消火方法 粉末消火器、大量の水 処理剤 － 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 容器からの漏えいが止まらない場合は、漏えい部近傍を除害装置に

連結した局所フードで排気する。 

□ 火気・可燃物を周囲から遠ざけ火災が広がらないようにする。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災のと

き 

□ 緊急遮断弁を閉止し、ガスの供給を止める。粉末消火器で消火する

とともに、大量の水で容器を冷却する。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動

が困難な場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ 目に入った場合は、直ちに清浄な流水で少なくとも１５分以上の洗

浄を行い、完全に洗い流す。 

□ 皮膚に付着した場合は､火傷の恐れがあるので清浄な水で充分に冷

やす。洗浄が不十分であったり処置が遅れると皮膚に障害が残る可能

性がある。 

□ 吸入した場合は、速やかに新鮮な空気の場所に移し、安静・保温に

努める。呼吸困難・呼吸停止を起こしている場合には、酸素吸入や人

工呼吸を施す。 

□ いずれの場合も、早急に医師の手当を受ける。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ 空気中に漏えいした場合は自然発火して燃焼してしまう事が多いの

で、毒性障害は低いと考えられている。直接暴露されると目や呼吸器

系を刺激し、吸入した場合には頭痛・吐き気をもよおし、多量に吸い

込めば肺水腫を起こすこともある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「可燃性・毒性のモノシランガス」が 

３ どうした 「漏れています。（漏れて火災になっています。）」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 



 

１５ ホスフィン     （可燃性・毒性ガス 無色・刺激臭） 

分子式 ＰＨ3 分子量 ３４.０ 容器の色 ねずみ色 

用 途 半導体材料ガス、殺虫剤、くん蒸剤 

該当法規 高圧ガス保安法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、消防法 

物理的 

性質 

○ 可燃性・毒性のガス 無色、刺激臭 

○ 比重：１.１８４ （空気より重い） 

○ 燃焼範囲：１.３２％～９８％ 

○ 許容濃度：０.３ｐｐｍ 

○ 着火温度：室温で自然発火する。 

○ 冷水に溶解するが熱水には不溶である。 

○ エタノール・エーテルには可溶である。 

化学的 

性質 

○ 空気中で自然発火する。 

○ 空気中に湿気があっても発火にあまり影響がないが、ホスフィンそのもの

に湿気が含まれると発火しにくくなる。 

○ 塩素中では自然発火し､大量の塩素があると－１００℃でも反応は速い。

臭素とも低温で反応するが、ヨウ素とは加熱により反応する。フッ素とは激

しく反応するので注意が必要である。 

○ ハロゲン化水素と反応してホスフォニウム塩になる。硝酸・塩化クロミ

ル・硝酸銀・硝酸水銀・三塩化窒素とは激しく反応するので注意が必要であ

る。 

注意事項 

○ ガスを容器から取り出す場合は必ず減圧弁を取り付け、ガスを吸入しない

ように適切な保護具を着用し、できるだけ風上から作業する。 

○ 容器温度は４０℃以下に保ち､直射日光の当たらない換気良好な乾燥した

場所に保管し、周囲には火気・引火性・発火性物質を置かない。 

○ 消費設備からの排出ガスは爆発範囲以下まで希釈して除害装置に導入し、

無害化処理を行い排出濃度を許容濃度以下にする。 

 



 

ホスフィン （可燃性・毒性ガス 無色・刺激臭） 

事故時の措置 

消火方法 粉末消火器、泡消火剤 処理剤 過マンガン酸カリウム 

漏えいしたとき 

□ バルブを閉めるなど、漏えいを止める。 

□ 汚染地域での作業は空気式呼吸器及び保護具を着用し、必ず２名以

上で行う。 

□ 自然発火し漏えいが止められない場合、火気・可燃物を周囲から遠

ざけ火災が広がらないようにする。 

火災のとき 

・ 

周辺での火災のと

き 

□ 緊急遮断弁を閉止し、ガスの供給を止める。散水・粉末消火器で火

災を消火するとともに、大量の水で容器を冷却する。 

□ 周辺での火災のときは、容器を風上の安全な場所に移動する。移動

が困難な場合は、容器及び周囲に散水する。 

救急処置 

□ 目に入った場合は、直ちに清浄な流水で少なくとも１５分以上の洗

浄を行い、完全に洗い流す。 

□ 皮膚に付着した場合は、汚染された衣服や靴を直ちに脱がせ、多量

の清浄な水で洗浄する。洗浄が不十分であったり、処置が遅れると皮

膚に障害が残る可能性がある。 

□ 吸入した場合は、速やかに新鮮な空気の場所に移し、安静・保温に

努める。呼吸困難・呼吸停止を起こしている場合には、酸素吸入や人

工呼吸を施す。 

□ いずれの場合も、早急に医師の手当を受ける。 

特記事項 

（人体に対する 

影響） 

□ 眼・喉・気管支等の粘膜に対する刺激があまり無いため、曝露・吸

入しても気付かぬ事が多い。しかし毒性は強く、蓄積性もあり、中枢

神経や内臓が冒されるので、細心の注意を払わないといけないガスで

ある。 

緊急通報例 

 

１１９(消防署) 

１ どこで  ○○市○○町○○番地 ○○㈱○○工場で 

２ なにが  「可燃性・毒性のホスフィンガス」が 

３ どうした 「漏れています。（漏れて火災になっています。）」 

       「消防車出動をお願いします。」 

４ 時間は  ○時 ○分 頃 です。 

５ けが人は 「けが人がいます。救急車出動をお願いします。」 

６ 私の名前は ○○工場○○課の ○○です。 

 




